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函館バスでは「定期券サービス」について、平成３０年４月よりＩＣ乗車券「ICAS nimoca」へ統合し、

利便性を向上いたします。「ICAS nimoca」による定期券サービスを開始するにあたり、ご利用方法の変

更、新たな定期券種の新規発売をおこないますので、これを機にご検討いただきますようお願い申し上げ

ます。ＩＣカードによる定期券通用開始予定日が平成３０年４月１日、発売開始予定日は平成３０年３月

１日です。（当計画・スケジュールは関係当局の申請と認可を前提としております。） 

なお、平成３０年３月３１日以前の通用開始分となる従来の定期券につきましては、券面に記載されてい

る有効期間まで、そのままご利用になれます。 

 

1. 定期券の様態変更について 

定期券の様態は、今までの紙式定期券・シール暦日定期券が廃止となり、新たに ICASnimoca（nimoca）

に搭載する形へ変更となります。 

すでに ICASnimocaをお持ちの方は、お持ちのカードに定期券機能を搭載することにより、そのままご

利用いただけます。定期券購入ご希望の方は、お手持ちの ICASnimoca を当社営業所・案内所窓口にお

持ちください。 

ICASnimoca をお持ちでないお客様は、定期代金とは別に、必ずデポジット代（預り金）５００円が必

要となります。窓口にて承ります。 

ICASnimoca（nimoca）以外の交通系ＩＣカードには、当社の定期券を搭載することができません。 

 

2. 定期券のご利用方法変更について 

 乗車時 降車時 

従来定期券 
整理券を取って乗車 整理券を運賃箱に投入し 

乗務員に定期券を提示する。 

ICASnimoca 

定期券 

整理券を取らず、 

乗車リーダーに 

ICASnimoca をタッチ 

 

 

 

運賃箱上の降車リーダーに 

ICASnimoca をタッチ 

 

 

 

 

利用方法 新旧対照表 

 

3. 定期券区間外への利用について 

定期券指定範囲を越えた区間をご利用の場合は、定期券区間外の通常料金を自動的に nimoca のカ

ード残額から精算します。カード内残額が不足している場合は、チャージするか現金にてお支払くだ

さい。（現金でお支払いになる場合は、乗り継いだ先で、乗り継ぎ料金が適用されません。） 

  



4. 新規発売定期券について 

・【新商品】エリアフリー定期券（フリーエリアは図のとおり） 

 函館バスでは、今までの区間定期券とは別に、指定エリア内のすべての停留所で自由に乗降できる、 

「エリアフリー定期券」を発売いたします。新規発売エリアフリー定期券はすべて、１ヶ月定期券となり

ます。 

券名 発売額 対応エリア 

イ） 学生専用 函館ガクフリ定期 ※小児半額 
夏期￥７，０００ 

冬期￥８，０００※１ 
市内フリーエリア 

ロ） 学生専用 
函館北斗七飯ガクフリワイド定期  

※小児半額 

夏期￥１０，０００ 

冬期￥１２，０００※１ 

市内フリーエリア＋ 

ワイドフリーエリア 

ハ） 一 般 函館フリー定期 ￥１２，０００ 市内フリーエリア 

二） 一 般 函館北斗七飯フリー定期 ￥１８，０００ 
市内フリーエリア＋ 

ワイドフリーエリア 

※これらのエリアフリー定期券については障がい者用カードの設定はありません。 

※１．夏期：４月から９月までの有効開始分、冬期：１０月から３月までの有効開始分とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリーエリア図 

 

 

 

 

 

 



5. 既存発売定期券について 

・区間定期券 

現在販売している、「１ヶ月区間定期券」「３ヶ月区間定期券」は継続販売いたしますが、 

このほかに「６ヶ月区間定期券」を新たに販売いたします。 

「区間定期券」のうち学校登校日などの日数に応じて購入できる「実日数定期券」は平成３０年３月

３１日で販売終了いたします。 また、「暦日定期券」のうち、毎月シールを貼付けて利用する「シー

ル式定期券（月度定期券）」も販売を終了いたします。 

なお、「暦日定期券で土日祝日乗り放題」のキャンペーンも終了いたします。 

暦日定期 実日数定期 シール式定期 

１ヶ月・３ヶ月・６ヶ月 

（新発売） 
販売終了 販売終了 

 

・昼間・全線エリアフリー定期券 

昼間・全線エリアフリー定期券については継続販売いたしますが、対応エリアを「市内フリーエリア」

とし、サービス拡大いたします。 

券名 発売額 対応エリア 時間 

1. バス専用 

昼間フリー定期 
￥７，６５０ 市内フリーエリア ９：３０～１６：００ 

2. 市電バス 

昼間フリー定期 
￥９，７９０ 

市内フリーエリア 

・ 函館市電 
９：３０～１６：００ 

3. 市電バス全線定期 ￥２１，１４０ 
市内フリーエリア 

・ 函館市電 
時間指定無し 

 

 

6. その他サービス変更について 

・ＩＣ定期券導入に伴い、定期券運賃の改定を行います。改定対象は平成３０年４月１日通用開始分

以降の定期券となります。 

 

・磁気カード（バスカード）は平成３０年３月３１日に販売終了いたします。使用終了日は 

平成３２年３月３１日までを予定しております。券種につきましては下記をご覧ください。 

 

【販売終了するカード類】 

バスカード ￥１，０８０（販売額￥１，０００） バスカード￥２，２００（販売額￥２，０００） 

バスカード ￥３，４２０（販売額￥３，０００） バスカード￥５，８００（販売額￥５，０００） 

学割カード ￥９，９９０（販売額￥７，０００） 紙式回数券（￥１，０００ ／ ￥２，０００） 

 


